
2012～2013年度 No.1

第 　3　　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

● 阿久津地区ガバナー ● 鈴木第１副地区ガバナー ● 塩月第２副地区ガバナー

○  L野々　　　　　委員長 ○  L大根田　　　副委員長 ○  L加藤           副委員長

○  L谷山       副委員長 ○  L松浦　　     副委員長 ○  L中原　           委員

○  L田村　           委員 ○  L渋谷　           委員 ○  L池田　           委員

○  L山﨑　           委員 ○  L金子　           委員 ○  L堺田　           委員

○  L鈴木　           委員 ○  L柳原　           委員 ●  L笹本　           委員

●  L川野　           委員 ●  L指田　           委員 ○  L佐竹　           委員

○  L見津　           ＳＰＡ

○ Ｌ山岡　　　　　　ＲＣＰ
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作　成　者

次　　　第

議　　　題

　Ｌ中原　剛

現段階で、入場券は完売しており、各関係団体との調整も順調であるとのこと。

また、当委員会では当日見学に来られたメンバーを２F席に誘導する。

20日当日は、日比谷公園で女川さんま祭りが開催されており、動員が心配されるが

なんとか、日比谷公園に来たメンバーを誘導するよう声掛けをする。

　２０１２年　　１１月　　　２８日　　　　水曜日　　　　　　次回開催日時
　　　　　　場所 キャビネット事務局会議室

委員長より、本年度の東京都障がい者スポーツ大会は｢選手に感動を。参加メンバーには

感動を。｣をスローガンに数多くの方々に参加していただくと同時に、年次大会記念

アクティビティにして頂くよう次回キャビネット会議で要請するとのこと。

ドレミファダンスコンサートについて

Ｌ松浦副委員長より、進捗状況の報告があった

出席者の確認

審　議　　別紙議題による

次回開催確認

審議経過事項の概要

障がい者スポーツ大会について

委　員　会　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　Ｌ

委員長挨拶

担当ＲＣＰ挨拶

　２０１２年　10月　 １２日　　　金曜日　　　　　　　１６時００分　～１８時００分

玄菜会議室　

　出席オブザーバー

社会福祉・障がい者支援

 L　野々　晴久

出　席　者



審議経過事項の概要

していただいても、その意味がなかなか伝わっていないのが現実ではないか。

重要性を、より具体的にPRする必要があるのではないか？

やはり、開場に来ていただく仕組み、最後まで応援する意味を明確にして、大会の

から、個別に声がけをすることが大切であるとの要請がだされた。

議　　　題

また、どうすれば動員できるか？どうしたら最後まで多くのメンバーが応援してくれるか？

今後の検討課題としていきたいし、委員の忌憚のない意見交換がもっと必要である。

No.2

L松浦より、今回のアクティビティは一般の方々にライオンズの存在、活動をPRすることが

重要な点であり、特に20代～30代の次代を担う青年層にアピールしていきたい。

L加藤より、障がい者スポーツ大会について

従前の形式だと、ごく限られたメンバーのみが最後まで応援をし、他のメンバーはなかなか

最後まで残ってくれないのが現状である。また、仮に来場されて障がい者のために万歳を

L見津より、女川さんま祭りもライオンズのアクティビティとして大切であるが、当委員会が

協力するドレミファダンスコンサートに注力し、多くのメンバーに来場してもらうよう各委員


